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大きいUの極限において超交掛 目互作用 J∑ Si･SJ･,J-ITl2/U,が(1)から導かれる.そして､
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第3図 伝統的なRPA QTRAD(q･1U2)
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第 6図 maximally cros sed diagrams Qc ROS(q･1㌔ )











































が得られる｡解析接続(iL,I- W+iS)して得られる感受率関数xo(q,W)はq- 0,LU- 0の極限で
xo=Doである｡したがって､強磁性のハートレー ･フォツクの判定基準UDo/N >1が満たされれば､
(23)の分母が0の条件
ト訂;U2扉Da-1)H(0)-0 (24)
は成立しうる｡相関が強い場合､ハートレ一･フォツクの判定基準は充分満たされると考えられる｡この近似
までくれは､Q(q,u)を与える摂動級数は(24)が成立するとき発散するo子のことは†ングレットな粒子対
形成の不安定性､すなわち超伝導不安定性､と解釈される.転移温度Tcを評価すれば
kBTc-1.13huoexp
となる.T-→Tcのとき密度応答関数は
ミニーiJ.
ユニ芸D.(宗DB-1)
QRニー 2Do Tc
(SD.2- ･1)2T-Tc
のようにキュリー ･ワイス別にしたがって発散する｡
(25)
(26)
§5.まとめ
ハバード･モデルの相互作用は､ワニエ表示で(1′),プロッホ表示で(2)のように見かけ上引力的にかか
れ､計算は結合パラメータ9(--U/2N<0)を用いて実行された.
誘電率に対するpTOperなRPAは､単純な風船型図形の連鎖の総和ではなく､梯子型を内蔵した風船の
連鎖を総和することによって(13),(15)のように得られた｡
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maximallycrosseddiagramsの総和から得られる粒子-粒子チャンネルだけでは粒子対形成の不安定
性に導かないことが示された｡そして､それの連鎖の総和は､強磁性のハートレ一･フォツク判定基準が満た
されるという意味で相関の強い場合に､シンダレットな粒子対の形成不安定性､すなわち超伝導不安定性に導
きうることが示された｡
実際には､dバンドまたはd-p泡式バンドを問題にしなければならないが､そのとき(1)はtightbinding
近似での表現となる.d-waveかS-waveかという問題は将来の議論となる.
とりあえず実行する予定の問題としては､まず1電子グリー ン関数のバーテックス補正がある｡それは､
この論文で行った近似､すなわちmaximallycrosseddiagramsQcROS(q,ivL)の連鎖まで総和すること
を行えばよい｡つぎに､(2)に基づいて電気伝導率､動的帯磁率などの諸量を計算することである｡これらの
結果をCuO2超伝導体の常伝導相における諸物性と比較することは興味あることであろう｡
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